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①伊勢遺跡（第46次調査）
こつこほじょ

伊勢町字東中浦において、国庫補助事業の一環で確認調査を実施しました。調査地は、平成4年度に

実施した21次調査の土置き場として使用された地点にあたります。確認調査面積は約100㎡です。確認
たてあなじゅう

調査では平面検出にとどめ、遺構の広がりについて確認することを目的としました。その結果、竪穴住
きょ どこう

居7棟と柱穴・土壊などを検出しました。竪穴住居は全て方形で、一辺4～6m以上を測ります。時期
こふん

については不明ですが、もっとも新しい住居平面から古墳時代前期の土器が出土していることから、そ
こ つ か し ょ く ち ゅ う けつ

れ以前の住居と推定されます。柱穴は黒褐色のものと灰色のものの2種に大別でき、後者は中世の柱穴

－2－



げんみつ

と推測されます。今回の調査では、厳密に遺構の年代を決めることはできませんでしたが、21次調査地

点から引き続いて竪穴住居が北西側に広がっていること力瀧認できました。（伴野）

②伊勢遺跡（第47次調査）
しくつ

既に開発地区全体で試掘調査を

実施し、遺構が確認された部分に

ついて今回調査を実施しました。

遺構は黒褐色士をベースにして、

東西方向で直線的に走る溝1条と

ピットl穴を確認しました。溝は
ぎやくだいけい

約50cmの幅で、断面は逆台;形にな

ります。深さは東寄りで24cm、西

端で約35cmを測り、西に向かって
かめ

深くなっています。遺物は喪と小

‘

1

時期は古墳時代後期と考えられます。

5m

(畑本）

深くなっています。遺物は喪と小

片をあわせて数点が出土しただけですが、時期は古墳時
かねがもり”し

③金森東遺跡（第12次調査）
ほりゅうち

現在、金森東遺跡では保留地部分の調査を行っていま

す。その中で今回は、溝と竪穴住居を検出した調査区に

ついてお話します。まず、並行して走る2本の溝ですが

土のたまり方を1膳認したところ溝lの方力噺しいことが

分かりました。出土した土器から、時期は10～11世紀頃

と考えられますが、2本の溝から出土した土器はそれほ
へだ

ど時間の隔たりは感じられませんでした。また、この2
じわ

本の溝は現在の地割りと並行して掘られていることから、
じ＆うりせも、

条里制との関連が想定されます。条理とは古代の士地区

画制度のことですが、今なおその様相を残しているとこ

ろも大変多く残っています。次に竪穴住居に移りますが

ー一一一一一一一一一－一一一－－－－一一一一一一一一一一一一一

10m

く残っています。次に竪穴住居に移りますが

、とやや東西の辺の方が長い方形プランの住居です。5.2×5.6mとやや東西の辺の方が長い方形プランの住居です。一部調査区の外へ広がっていますが、
しゅうへきこうちよぞうけつ

3本の主柱穴・周壁溝・貯蔵穴等でｵ識戊される一般的な住据です。また、中央やや西よりのくぼみのと
ろ

ころには士力瀧けた跡や炭が確認されていることから、炉のような施設があったことが想定されます。

さて、この住居ですが、南辺中央やや西よりに臓穴がありますが、この両脇に＃静伏の遣7構が2本確認

されました。貯蔵穴のまわりを板でかこっていたのでしょうか。貯蔵穴とは住居の中で物を蓄えたりす

－3－



わき

るのに利用されていたと考えられていますが、この施没の脇に淑犬の進総が確認されたのは今回の調査

では初めてのことです。この2本の溝が、竪穴住居という大きな空間の中で“ここは物を蓄えるところ”
<かくみぞ

という小さな空間を意味する区画溝の役割を果たしていたと考えられ、大変注目されます。（小出）
さかでら

④酒寺遺跡（第44次調査）

今回の酒寺遺跡の調査では、溝1条と数個のピットを検出しました。周辺の調査を合わせて考えても

今回調査の遺構の性格はよく分かりませんでした。溝の時期は、出土した土器より6世紀前半の年代が

与えられます。（佐々木）

⑤酒寺遺跡（第45次調査）

播磨田町字平成の里で、約177㎡を対象に発掘調

査をしました。その結果、古墳2基と溝1条を検出

しました。古墳の規模は古墳1が直径約7m、古墳

2は直径約7.5mを測ります。これらの古墳は幅3
しゅうこうめぐ

~5m、深さ50～60cmを測る周溝が巡っていました。

時期は出土した土器から古墳時代後期と考えられま

す。周辺の調査でも、弥生時代中期～古墳時代前期
ほうけいし●うこうぽ

にかけての方形周瀬墓が見つかっており、この周辺
ぽ い 念 ’

が墓域として長く利用されていたことが分かります。

（中村）

⑥酒寺遺跡（第46次調査）

播磨田町字箱田で、約200㎡を発掘調査した結果、

古墳時代前期の土壌と中世の柱穴、土壌、溝を検出

しました。区画整理に伴う調査で、調査地のj剛か

ら古墳時代前期の竪穴住居群や中世の掘立柱建物な

どが検出されていることから、今回検出した遺構も

その広がりとしてとらえられます。（小島）
しものごう

⑦下之郷遺跡（第25次調査）

!Oir

１
１

’
１
１

’
１
１
１
‐
ＩlOm

現在調査を進めている下之郷遺跡から、右上図のような石器が見つかりました。一部は欠損していま

すが、復元すると直径8cm、厚さ4cmで、中央には直径2.4cmの穴があけられたドーナツ形の石器です。
やわ

材料に使われた石の種類や原産地はまだ詳しく調べていませんが緑灰色で、やや軟らかい石を使ってい
そうほう

ます。表面はていねいに磨き上げられ、中央の穴は石のドリルのような道具で双方からあけられたもの
力恥じようせきふ

と思われます。この種の石器に類似する物には、「環状石斧」と呼ばれるものがあります。「環状石斧」

－4－
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墓嵩識がとがっていて､この石器とは形態力漣うため､今回発見された石器は､それとは区別して鎖
石」と呼ぶ方が良いようです。「環石」は別名「梶棒頭石器」とも呼ばれ、広く東アジアの石器時代の

遺跡から見つかっています。「環状石斧」や「環石」の使われ方は、いずれも打撃用の武器として理解

蕪騒鰯憲二聴駕慈駕職､、＠塁鰯
一
ｑ
言
相
棒
の
諸
形
式
入
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
）

“

かもしれません。今回紹介した「環石」は、現在調査している環
ご う ふち

壕の縁の部分で発見されたもので、想像力をたくましくすれば、

環壕の周辺でくりひろげられた戦いの遺品として理解されないで

しょうか。 （川畑）
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⑧塚之越遺跡（第13次調査）

昨年4月より開始した調査は約9ヶ月に及び、1月下旬に終えることができました。遺構は決して密
ほったてぱしら

度の濃いものではありませんでしたが、7年度からの調査で得られた成果に加え、方形周溝墓、掘立柱
たてもの 念●うかどう

建物の検出と旧河道の続きなどが確認できました。

方形周溝墓は結果的にT－4の西端で検出した1基だけで全容を知ることができませんでしたが、こ
りんｰち

の方形周溝墓はj剛の隣接地で見つかっている方形周溝墓に続く弥生時代後期から古墳時代前期のもの

と考えられます。全体では南北方向に所在することがみられることから、さらに南に広がっていく可能

性があります。
“魂､よう

旧河:道はこれまでの調査で確認されている続きをT－3で検出しました｡ただ、潅瀧用として見つかっ

ていた3条の水路はここでは乱れ、水田跡も検出するには至りませんでした。ちょうど、このT－3で

合流し、南側に向かって走る別の旧河1道を確認しました。幅は約16mを測り、T－3南端;よりもT－6
おわすじ

からT－5にかけて深くなる傾向にあります。このあたりは地形的に尾根筋にあたり、この旧河道は尾
鈍趣

根を分断して流れていることになり、今のところよく分かりませんが必要とする何らかの要因があった

と考えられます。

掘立柱建物はT－1～T－5，T－6、T－4の3カ所に分かれて、合計14棟を検出しましたが、こ

のうちT－1～T－5の建物群は、少し離れた地点でそれぞれ切合いがあって数回にわたり建;替えられ

－5－
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かまくら

ていました。時期は鎌倉時代後期と思われますが、この時期で市内で見つかっている遺跡をみると、溝
ようそう

で整然と区画された建物群の場合が多いことから、今回の建物群は少し様相が異なった建物群ではない

かと考えられます。（畑本）
なかじま

⑨中島遺跡（第2次調査）

平成10年3月から守山市民ホールの南西側の隣接地で当地一帯に分布する中島遺跡の発掘調査を開始

しました。調査は大学建設に先立つもので、この3月から7月までの予定で、建物建築部分である約3200

㎡の面積を調査する予定です。

現在の所、溝とピットを検出しています。溝は幅約4m、深さ40cmほどの規模ですが、縄文時代晩期
だせいせきぞくせ念ふ

の土器、弥生時代前・中期の土器が多量に出土するほか、それに混じって打製石鑑や各種の石斧など石

器 も出土してい ます。（岩崎）

土壌1

はりまだ“し

⑩播磨田東遺跡（第8次調査）

試掘調査によって遺構を確認した約85㎡につ

て調査を実施し、溝1条と土壌2基を検出しま

た。溝は南」防向で調査区のほぼ中央で少し広
ち●かつしょく

り、茶褐色粘土を埋土としていました。検出面
はじ念

からは土師器皿が出土していますが、この埋土
つぼたや色

からは壷や高杯が出土していて弥生時代後期の
かい

溝と考えられます。土壌1は西隅で検出し、灰
おうしょく

黄色砂質粘土層で埋まっていて、中から黒色土

器が出土し、13世紀後半から14世紀前半の時期

と考えられます。土墳2は調査区の東側に段を

なして広がり、東端の一部が深くなっていますなして広がり、東端の一合部が深くなっています。遺物は少ないため時期はよく分かりませんが、埋土が

土壌lと似ていることから、ほぼ同じ時期と考えられます。（畑本）
ふるたか

⑪古高遺跡（第9次調査）

守山南中学校校庭の横を調査しました。調査区
じゅうおう

の西側では縦横にのびる溝が見つかりました。遺

物は中世の土師器皿の破片が少量出土しています。

東側では緩やかにカーブを描く溝が見つかりまし

た。過去に行われた周辺での;鶏査で方;形周溝墓が
5m

見つかっていることからその可能性も考えられます。遺物は弥生時代後半の高杯の破片が出土していま

す。 （大岡）
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☆平厘尾9年度下行Pヨヌ童助言cつ発掘割司査一厘建果と言果是亘

平成9年度も市内各地で開発が行われ、それに伴う発掘調査も30件を越えています。それぞれの遺跡

での成果は乙貞で掲載してきましたが､ここではまとめとして時代別に成果と課題について離してい
きたいと思います。

1－縄文日寺f造

今年度は、金森東遺跡、吉身西遺跡、下長遺跡の発掘調査で縄文時代の遺物が発見されました。縄文

時代の遺構については、これ以前の調査でも指摘されていますが、生活面の認定にしろ、遺構の範囲に

しる明確におさえることが非常に難しいです。今年度発見された縄文時代の遺物も、遺構との関係で正

確な理解が得られたものは少ないです｡吉身西遺跡では､遺構を検出した面(蕊唐)の中から震揃I

に混じって晩期の土器が検出されました。また金森東遺跡では、周辺で縄文時代の遺構、遺物ともに確

認されていない地点で､新しい時代の溝跡から筋が1点のみ発見されました｡このような事例は､他

の地点でも多く見られます。同様な例で調査された塚之越遺跡（第11次）では、現在出土遺物の検討が

されています。この地点でも、明確な遺構はとらえにくい状況でしたが、出土した石器や土器の分類と
さんぷ

散布状態から当時（縄文中期末）の石器製作の様子や空間的な土地利用のあり方力現直されています。

今年度の調査で唯一、遺構が捉えられたの力端江遺跡です。広い範囲を試掘し、遺構の確認にあたった
はさ ゆろ

結果、谷地形に挟まれた緩やかな微高地が存在し、その上で士墳状の遺構が数カ所で確認され、中期末

の土器や石器力混つかっています。この地点は、先の塚之越遺跡の地点とは700mほど離れてはいます
りょういきさぐ

が、出土した遺物の時期や型式には共通するものをもつため、縄文人の生活領域や変遷を探ることが今

後の課題となります。

2．弥生日寺f造

本年度も市内の弥生時代の遺跡で重要な成果がありました。昨年の10月から下之郷町で道路建設に先
かんどう

立つ発掘調査によって、弥生時代中期の環濠集落遺跡である下之郷遺跡の実態が明らかになりつつあり

ます。今回の調査では6条の溝が検出され、土器・石器・木製品などが出土しています。その結果、長
ほりさく

径420m、短j径370mを測る環j豪集落であることが判明しました。濠の内側では柵や掘立柱建物などが

見つかっていますが、集落の内側については今吋俊の調査によって明らかにされると思います。これまで

の調査によって、濠は計9条ということになります。これらの溝から出土する遺物は、外側にむかって

少なくなる傾向があります。そのうち、3条については環濠として集落の周りを巡っているものとみら
こじょう

れます。その他の溝は、集落の東側のやや高い地域を中心に弧状にのびていると考えられます。大規模

な集落遺跡の範囲がほぼ推定されるようになった点が重要な成果といえますが、課題も多いです。例え

ば土器の型式から少なくとも3時期ほどの時間幅力瀬定されますが､集落内部の時期別の変遷や濠の蓮
ぽつ

没時期から想定される同時性の問題など、厳密な検討が必要です。そのためにも、これまでの調査成果
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そうごひか<けんとう

を総合して検証する必要があります。過去の調査成果と今回の成果を相互に比較検討することは、どの

遺跡についても常におこなっていかなければなりません。
えんまどうじよう

弥生時代中期末の方形周溝墓では、焔魔堂城遺跡においてやや変わった墓がみつかりました。この周
りっ包ようぶ

溝墓は西辺の溝の中央に陸橋部があります。弥生時代中期末のニノ畦・横枕遺跡でもこのような方形周

溝墓がみつかっていますが､古墳時代初頭に出現する前方後方型周溝墓の職の可能性も考えられてい

ます。しかし、周溝墓と前方後方型周溝墓の形態差は大きく、今後の資料増加が待たれます。
むなもち

下長遺跡では弥生時代後期末の大型独立棟持柱付建物が検出されました。市内では伊勢遺跡以外で初

めての例です。l間×3間で中心の柱がありません。柱は抜かれていて、埋め戻されています。l間×

5間の伊勢遺跡のものと形態的に差があり、古墳時代になると2間×3間の建物が多くなることから、
ぞ

比較的新しい要素を持っていると言えます。旧境川沿いの遺跡に大型建物が集中していること、環濠を
かとき

もたない遺跡に出現する点で、弥生時代から古墳時代への過渡期の特徴を示しているといえます。大型

建物も、それ自身の意義を追求していくことも大事ですが、今後は集落全体の中での位置や構成、ある

いは遺跡群の中での大型建物が出現する遺跡の特徴について検討していく必要があります。
じすう

いずれにしても調査次数が増加する中で、各遺跡においてこれまでの調査成果を再点検し整理しなが
い

ら、今後の調査に生かしていく作業が急務であることを痛感しています。

3－‐古墳日寺f上
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つまり、
もうせいじ●<

陸上交通網の未成熟な時代
こじよう

大量輸送が可能な湖上交通は物流にとって不可欠なものでした。
ぶつしりくあげ

そして湖上交通で運ばれた物資を陸揚げする場所の一つがこの下長遺跡ではなかったかと考えられるの

ですc
しゅうせ念ち

物資の集積地として機能し、それを掌握する豪族は中央の権力と深く結びついた人物であり、H
さいし

土した儀杖を使用した祭記を行っていたのではないかと、今回出土した2点の遺物を結びつけることが

できます。

このように、これまで単に「下長遺跡は古墳時代前期の拠点集落」として理解してきたわけですが
なた

どのようにして形成されたかという遺跡の成り立ちも発掘調査の成果によって推測できる段階にきてい
も ちろんししん

るといえます。勿論、このような遺跡は全体から見れば数少ないのですが、将来の指針としても価値の

ある埋蔵文化財であり
くわ く わ

詳しければ詳しいほどその評価は高まるでしょう。

4 奈良日寺f造J2入降

奈良時代以降では、特に平安時代後期から中世にかけての遺構を多く検出しました。このうち、伊勢
侭

遺跡（第4歌）では遺跡が立地する微高地の南端から平安時代後期の掘立柱建物群が検出されました。
ひさ1

中には8間（7間）×5間規模の庇付きと考えられる建物もあり、有力農民層の住居など集落の中心虻
Q

な建物の可能性が考えられます。石田三宅遺跡では以前の調査で、平安時代後期の溝で囲まれた有力農

民層の屋敷地が検出されていますが、その南側200mの地点から東西60m程の小規模の集落が見つかり

ました。有力者の屋敷地の周りに小規模な集落（建物群）が広がっている、当時の集落形態の一例とい

えるでしょう〔

中世の遺構は塚之越遺跡、吉身海道遺跡などで鎌倉時代後期の掘立柱建物などを検出したほか、
ふたま1

二町

溌跡では鎌倉時代後期から室町時代前期にかけての溝に囲まれた方形屋敷地が見つかりました｡二間
いちょ う は ん し ほ う ． 〈 か く

鏡遺跡ではこれまでの調査で、ほぼ一町半四方の範囲を幅2～3mの溝で整然と屋敷地を区画割りして

いると考えられます6屋敷地内にはそれぞれ、大小の建物群と井戸があったとみられ、市内横江遺跡の

ような集落婁議であったことが想定されます｡伊勢遺跡(第45次)では室町時代の屋敷跡が検出されま

した。これまでの調査成果から、二町鏡遺跡同様、溝で屋敷地を区画割りする集落と考えられ、少なく
しゅうそんか

ともこの時期には集村化されたことがうかがえます。このほか同じ伊勢遺跡（第40次）からは多量の牛
かいたいはい3

骨が出土した鎌倉時代後期～室町時代前期にかけての川跡が見つかりました。牛骨は解体後に廃棄され

たと考えられ、その数は第28次調査の成果と合わせると6頭以上にのぼるとみられます。こうした類棚
ひかわしよくのう

は他にあまりなく、食用の慣習の有無や皮革職能集団の存在などを含めて、中世社会を考えるうえで泡

目される資料といえるでしょう。

(編集後記）今年度は他府県の遺跡でも大きな発見があり、明るい話題が多くありました。でも世間を

見渡してみると、景気不安や大j蔑省の汚職など楽しくない話題ばかりでした。これらの暗い話題がj来年

度には全てきれいに片づいてくれればいいのですが。 （編集者一同）
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